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マツタケ発生林内微気象観測例
高須謙一 ・木村和義 ・則武魁夫
マツタケの発生が気象条件に大いに影響されることは古くより周知の事でありながら，
現地における気象の実態について朔らかであるとは言い難い.勿論，マツタケ林における
気温等の長期にわたる観測について若干の報告 (3，4， 6， 7)はあるが，多くは一日一回
の観測にすぎず，一日中の変化，殊に徴気象がどのようなものであるか又それがその地方
の一般気象からどの位偏差のあるものかについての報告は数少ない.最近，マツタケ増産
を目的とした林内下刈あるいは掻起等の施業が行なわれているが，果してそれがどの様な
徴気象的影響を与えるものかについては何等解決が与えられていない実状である.今回マ
ツタケ林においてー，二徴細気象の観測を行なう機会を得たので，これらの点について検
討してみたい.
本観測は， Ii岡山県マツタケ増産に関する試験研究』の一環として行なわれたものであ
り， 1966年8月気温の最も高い盛夏期， 10月マツタケ発生最盛期および1967年2月気温
の最も低い冬期においてそれぞれ晴天の日を選び，林内徴気象の日変化を観測することが
出来た.測定場所は岡山県久米郡久米南町マツタケ増殖試験地(標高240m)であって，
アカマツ天然林内の自然区とこれに隣接する溜木除去および林地掻起を施した施業区を選
び，両地点に於いて熱電対による高さ 150cm， 10 cmの温度，湿球温，深さ 5cmの地温
および小型電球型日射計(幾試電試型式)による日射量を自動平衡記録計に接続し，一昼
夜連続記録を行なった.
この試験林 (6)は，高木層は樹令の割に樹高の低いアカマツによって優占され，亜高
木層は少なく地床はやや乾性の低木層によって占有されている.施業による濯木除去は樹
木本数で自然区に対し37%であり，除伐木の主な樹種はヒサカキ， コパノミツパツツジ
である.
本観測に当り有益な助言を賜わった京郷大学農学部浜田稔博士，資料撃理に尽力された小川妙子，
木元栄子の各氏に深〈感謝の意を表する次第である.
1.アカマツ林内と一般平地との比較
アカマツ林は林令約60年，樹高10m前後である.この林内が付近一般平地の気象とど
の位差異があるものかを検討するために倉敷市岡山大学農業生物研究所露場の高さ150cm
の気温，湿度，深さ 5cmの地温の自記記録と対比した.これは付近に標準となるべき適
当な平地の観測が得られなかったために，やむなく倉敷における研究所露場の観測と比較
を行なったが，第1図に示した如くその気温日変化の経過はよく似ており一応平地と林地
の差異を比較することが出来ると考えられたからである.
1.気温
平地とアカマツ林内 150cmの高さとの気温を示したのが第1図である. これによる
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と， 8月盛夏に於いては昼夜とも林内は低温で，特に 17時， 18時は20C以上も低温であ
る.10月になると夜間はほぼ等しいが，昼間特に 14時から 19時にかけて林内の方が2-
30C近く低湿である. 2月も 10月に準ずる結果であるが，昼間を通じて夜半まで平地に
比し低湿である.日平均値では8月が1.40C，10月がO.60C， 2月が0.80C林内が低い
値を示している.
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第 1図 平地とアカマツ林の気温〈高さ 150cm)
2.湿度
第2図はアカマツ林内高さ 10cmの湿度の日経過を示したものである. 8月において
は，昼夜の差が最も少なく(夜間最高93%，昼間最低73%，較差20%)，10月は昼夜に
よる差異を少し増し(夜間最高99%，昼間最低68%，較差31%)， 2月は最も変化大き
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第 2図 アカマツ林内の湿度自然林〈高さ 10cm)
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〈昼間から夜半にかけて乾燥が目立って'くる(夜間最高98%，昼間最低57%，較差41
%).又日平均湿度は8月， 10月とも 84%であり， 2月は74%であった.
一般に露場 150cmにおける観測値がそれぞれの地方の標準とされているので， これを
一応基準としてアカマツ林(高さ 10cm)との湿度の差を示して見たのが第3図である.
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第 3図平地とアカマツ林の湿度の差
(アカマツ林の高さ 10cmの湿度を平地の観測j値からの偏差で示す)
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第 4図 平地とアカマツ林の地温〈深さ 5cm)
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夏はあまり差異がみられず林内の方がわずかに高い傾向である. 10月と 2月では明らか
に林内の方が高湿である. 10 月は昼夜を通して1O~20%高湿である. 2月は昼間は明ら
かに 15%近くまで高湿になるが夕刻より夜半にかけて低湿となるようである.湿度の日
平均値をみると 8月2.8%.10月15.4%. 2月は4.6%林内が平地よりも高い.
3.地温
マツタケ発生に関して最も関係が深いと考えられるマツタケ菌糸層の上面付近〈深さ 5
cm)の地温と平地の露場における深さ 5cmの地温を比べてみる(第4図).8. 10. 2月
いずれをみても林地の地温は昼夜の較差が少なく(1 ~1.50C). 恒温状を示している.
殊に. 8月は平地における地温の大きな昼間の昇温に対して，林地の地温が低湿であるこ
ととその恒温性が目立っている.夏日平地では深さ 5cmの最高地温が340Cであるのに
反し，林内では240Cにしか達しない. 日平均地温も林地は平地より 6.60C低い. 2月
においては，日平均地温は林地と平地と差がないが，夜半より 11時頃までは林地の方が
高く以後21時頃迄は低い傾向がある.
1.自然区と施業区との比較
最近マツタケ増産のため下層漕木の除去による被陰調節，林地掻起が行なわれている
が，それらの効果が徴気象的にどの様な変化をおよぼすものであるか検討を行なってみ
た.
1.気温
高き 150cmについては，施業区と自然区とは殆ど差異がないので，地面に近い高さ 10
cmの比較のみを見ることにする(第5図).8月施業区が日中10C前後高温であり.10月
は施業区が昼夜を通じてわずかに高く. 2月になると昼間は施業区が低くなる.気温日平
均値では施業区は自然区に比較して8月0.50C.10月0.40C高く， 2月は0.40C低い.
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第5図施業区と自然区の気温の差
(施業区の気温を自然区の観測値からの偏差で示す〉
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2.湿度
第 6図は自然区と施業区の湿度の差異を示したものであるが. 8月はほとんど差異な
く. 10月は全般的にわずかに施業区が低い. 2月は施業区が早朝から 10時頃まで高く以
後夜半まで低くなる. 日平均値で8月1.2 %施業区が高く 10月4.4%. 2月が1.7 %低
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第 6図 施業区と自然区の湿度の差(高さ 10cm)
(施業区の湿度を自然区の観視IJ値からの偏差で示す〉
い程度で差異はないとみても良い.
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第 7図施業区と自然区の地温の差(深さ 5cm)
(施業区の地温を自然区の観測値からの偏差で示す〕
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第7図に地温の差異を示したが8月， 10月は施業区が自然区よりわずかに高い(平均8
月0.30C，10月0.40C)程度である. 2月は昼夜とも 10C程度施業区が低温であり，こ
れは一応差異があると見ても良いであろう.
施業区と自然区との徴気象的な差異はほとんど認められない位である.地温にやや一貫
した差異がみられるが，これもきわめてわずかである.下刈等をした施業区では日射が多
少とも入り易く，そのため 8.10月は日中わずかであるが気温， 地温が高くなるのであ
ろう. 2月の低温は冬期で日射も弱くむ 第1表日 射 量 (cal/cmつ
しろ風通しの良いあるいは露出度の大き 平地に対する自然区及び施業区の百分率
い施業区が低温を示すのであろうと考え ~~ 日I8月お日 10月19日 2月お自
られる.因みに，林内高き 5cmの日射 ~; 
量 (caνcm2/day)の平地に対する百分施 業 区|弘2%
自然区 I4.0% 率(第1表〉を求めてみると施業区で夏 | 
秋が8-9%，冬が 14.5%，自然区で夏秋約4%，冬9%である.
11.林内気温および湿度の垂直分布
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林内高さ 150cmと10cmとの気温を比較するため， 10月19日の観測結果から自然区
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第 B図 アカマツ林内高さ 10cmと高さ 150cmの気温の差
(高さ 10cmの気温を高さ 150cmの観測値からの偏差で示す〕
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第 9図 アカマツ林内の高さ 10cmと高さ 150cmの湿度の差
(高さ 10cmの湿度を高さ 150cmの観測値からの偏差で示す〕
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と施業区の高さ 150cmを基準として高さ 10cmとの差を示したのが第8図である.自然
区では高さによる差異は殆どなく， 施業区で日中少し 10cmが高く夜間は低くなってお
り，僅かながらも濯木除去の影響が見られるようであるが，この程度では両区とも高さに
よる差はほとんどないと言ってもよいであろう.湿度については第9図に示したが.午後
より夜半にかけて自然区，施業区とも 10cmの方が高くなっている. 自然区と施業区の
10cmの日平均湿度は 150cmの各々平均湿度より 4.8%.5.8 %高い.
IV.考 察
林内は平地と異った気候の特徴を有することは周知の事である(吉川 1931，原田 1951.永
田1953).一般に林内は樹冠のため上方よりの太陽放射， 或は下方よりの地面放射ともに
減殺され，又風の流通が阻止せられるため棟地に比して最高気温は低く，最低気温は高く
又高さによる差異も少ないのが特徴である.
今回マツタケの発生するアカマツ林の徴気象の日変化を見たのであるが，一般森林と同
じ傾向を持つことは予想された通りである.平地と露場を比較して， まず日射量は10%
前後を示し気温は平均lOC前後低く，湿度は10%--20 %高くなっている.平地とアカマ
ツ林との徴気象を比較して特筆すべきは地温である.地温の実状を知るため 5cm地温を
検討したのであるが，平地と著しく異った様相を呈し，平地芝生下5cm地温の日l絞差が
50C___1Q0Cであるに対して，林内における日較差はlOC---1.50Cでほぼ恒温状を示して
いる.特に盛夏8月の平地最高地温は340Cに達するに反し，林内では240Cにしか達し
ない.夜間2---30C.昼間90Cも林地が低温である. マツタケの菌糸は高温に弱く 300
Cを越えると死滅することが知られている(浜田 1953). 本観測の結果，盛夏でも林内地
温が240C前後であることは，菌糸の生育にとって適温というべきであろう. 2月厳冬時
は夜間20C前後高く昼間に 30C低い値が得られている.これらは樹冠および腐植質でお
おわれた状態の結果であり，マツタケの生育環境として最も特徴的な所であろう.
このように夏の最高地温がかなり低く，冬の最低地温が高く，年較差少なく又，日較差
の少ない恒温状の環境下にマツタケ菌糸は生活しており，これらの地温の特徴がマツタケ
の生存，生育また子実体発生と密接な関係にあると考えられる.しかし，詳細な気象要因
との関連についてはこれだけの観測結果のみよりすぐに結論を出すことは出来ない.今後
のマツタケ自生林内の環境調査として接地気象と共に特に浅層地温および土壊湿度，土壌
水分の実状の解明が望まれる.今回の観測が将来この方面の研究の一助となれば幸いであ
る.
V.摘 要
マツタケ発生アカマツ林の徴気象が一般気象とどの位異なるものか，特に近年問題化し
てきたマツタケ増産を目的とした施業林が自然林に比し果してどの程度の徴気象的差異を
呈するものかについて検討を行なった.
1.マツタケ林の一般気象よりの偏差については一般林地の気象と同様で特筆すべきも
のはないようであるが，ただマツタケにとって最も重要な環境であると考えられる深さ 5
cmの地温には著しい差異があり，平地に比し日変化， 日較差は極めて小さく 1--1. 50 C 
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の恒温状を示し，特に8月平地の地温が300C以上になるに対して林内は240Cにしか達し
ない.ここにマツタケ林の特徴があると考えられる.
2.施業区と自然区の徴気象的差異については，下刈りを行なった所はそれなりに一応
の差異は認められるが気温，地温が8月.10月において施業区が0.50C前後高く. 2月
はやや低い傾向が見られる.このような差異がマツタケ発生にどの程度効果のあるものか
についてはマツタケの発生量少なくその影響を実証することが出来なかった.
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